
人が集まる意味を問いなおす
2023年３月調査報告書



■調査概要

コロナ禍収束後の集まり方はどのように変化したのか。マネジャーや人事はどのように
働き方を支援しているのだろうか。本調査では、企業の集まる場がどのように変化した
のか、組織課題と集まる場の関係について改めて問いなおすことを目的とする。

※特別集計として、リモートワーク下の孤独感と施策の関係を分析した。

調査期間：2023年3月22日～27日
調査方法：インテージのモニターを用いたインターネットモニター調査。
調査対象：三大都市圏にある従業員50人以上の企業で働くオフィスワーカー（職種が
「管理的職業、専門的・技術的職業、事務的職業、営業職業」のいわゆるデスクワー
カー）20～69歳。役職（管理職／非管理職）と従業員規模で割付を行った。
回答数：5,188

注：本報告書の集計においては、小数点第二位以下を四捨五入しているため合計が
100％とならない場合がある。
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１－１）調査協力者の基本属性

本調査の調査協力者の年代・性別、企業規模、業種

企業規模

業種

年代✖性別
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１－２）調査協力者の勤続年数や部下の数

調査協力者の勤続年数、仕事の段階、部下の数

勤続年数

部下の数

仕事の段階
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２ー１）コロナ禍収束後の集まり方の変化

・コロナ流行時と収束後における集まり方について質問した。流行時においても、一般職・管理職
ともに、「主にオフィス出社」が半数以上を占めており、主にリモートワークで働く人の数は、
一般職で24.8%、管理職で20.2％であった。

・コロナ禍収束後(2023.3)の働き方では、「リモートワークは（ほとんど）実施していない」と
いう回答が、一般職では49.0%、管理職では43.5%である。

【設問文】
Qコロナ流行時のあなたの働き方を教えてください。
Qあなた自身の、直近の「半年間」の、リモートワーク（テレワーク・在宅勤務など）の実施頻度はどの程度ですか。

●コロナ流行時の働き方

●コロナ禍収束後の現在（2023.3）のリモートワークの日数

（%）

（%）

0.4

22.2

57.2

20.2

1.8

19.8

53.6

24.8

0 10 20 30 40 50 60

その時期は働いていなかった

リモートワークとオフィス出社の半々

主にオフィス出社

主にリモートワーク

一般職 管理職（課長以上）

43.5

21.9

20.6

6.5

7.5

49.0

13.1

18.3

6.4

13.2

0 10 20 30 40 50 60

リモートワークは（ほとんど）実施していない

リモートワークは週に1日以下

リモートワークは週に2～3日程度

リモートワークは週に4日程度

ほとんど毎日リモートワーク

一般職 管理職（課長以上）
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２ー２）労働時間と仕事に割く時間の割合

・現在(2023.3)の１週間における総労働日数と時間について質問した。週平均労働日数は、一般職が４.9
日であり、管理職は5.0日である。また、週平均労働時間は、一般職が38.8時間であり、管理職は43.1時間
であった。

・各仕事に割く時間の割合について質問した。一般職では、「1人で仕事をする時間」は、平均52.0%であり、
管理職では平均41.0%であった。

・「会議に出席する時間」は、一般職では11.0%、管理職では約2倍の20.0%である。

【設問文】
Q現在の仕事における平均的な1週間の総労働日数と総労働時間はどれくらいですか。
Q労働時間を全部で10とした時、直近１か月の以下の時間はそれぞれ何割ですか。（合計が10になるように回答してください）

●１週間の総労働日数（日）と総労働時間平均（h）

●それぞれの仕事に割く時間の割合

（%）

20.0

11.0

41.0

52.0

10.0

11.0

9.0

8.0

20.0

18.0

0 20 40 60 80 100

管理職（課長以上）

一般職

会議に出席する時間 １人で仕事をする時間

休憩時間 仕事関連の学びの時間

仕事を進める上で必要な確認や問い合わせをする時間
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２ー３）コロナの流行による労働時間の変化

・労働時間の変化は、一般職と管理職のどちらも、同じ傾向が見られた。コロナ禍のピーク時と比較して、「変わら
ない」と回答したのは、 一般職で74.0%、管理職で76.3%である。
・コロナ禍前と比較すると、現在（2023.3）の労働時間が「減った」との回答は、一般職では13.2％、管理職
では12.1％と10.0%を上回っている。
・コロナ禍ピーク時と比較すると、現在（2023.3）の労働時間が「減った」との回答は、一般職では7.4%、管
理職では6.2%であり、コロナ禍前と現在（2023.3）を比較した場合において、労働時間が「減った」 との回
答よりも少ない。

【設問文】
Q仕事に費やす時間は増えていますか コロナ前（2020年3月）/コロナピーク（2022年3月）と比べて

●一般職の仕事時間の変化

●管理職の仕事時間の変化

12.1

76.3

11.7

0 20 40 60 80

減った

変わらない

増えた

コロナ流行前との比較

13.2

74.0

12.8

0 20 40 60 80

減った

変わらない

増えた

コロナピーク時との比較
（%）

（%）

コロナピーク時との比較

6.2

79.3

14.5

0 20 40 60 80

減った

変わらない

増えた

（%）

コロナ流行前との比較
（%）

7.4

79.0

13.6

0 20 40 60 80

減った

変わらない

増えた
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２ー４）働き方の裁量

・働き方の裁量について質問した。一般職では、リモートワークかオフィスに出社するかなどの働き方について、 「自
分だけで自由に決められる」と29.8%が回答している。しかし、「自分だけでは自由に決められず、希望も考慮さ
れない」は12.4%、 「リモートワークで働ける制度がない、または制度が適用されていない」 は21.8%である。

・管理職では、「自分だけで自由に決められる」と49.9%が回答しているが、 「リモートワークで働ける制度がな
い、または制度が適用されていない」と回答した人は9.9%であり、一般職における回答と比較すると、少ない。
しかし、働き方の裁量が大きいことが考えられる管理職でさえ、7.0％が「自分だけでは自由に決め
られず、希望も考慮されない」 と回答している。

・働き方の裁量を仕事別にまとめた。「リモートワークで働ける制度がない、または制度が適用されていない」
と回答した人の割合は、68.2%で医療・福祉が最も多かった。また、 「自分だけでは自由に決められず、希望
も考慮されない」との回答は、17.1%で教育・学習支援が最も多かった。

【設問文】
Qあなたは「オフィスに出社するか」「リモートワークを行うか」を自分で決めることができますか。最も近いものを１つお選びください。

●働き方の裁量

●業種別働き方の裁量

49.9

29.8

33.2

36.0

7.0

12.4

9.9

21.8

0 20 40 60 80 100

管理職（課長以上）

一般職

自分だけで自由に決められる

自分だけでは自由に決められないが、希望は考慮される

自分だけでは自由に決められず、希望も考慮されない

リモートワークで働ける制度がない、または制度が適用されていない

(%)

（%）

34.3

34.0

17.1

7.6

26.7

33.3

25.1

32.1

30.6

28.3

47.3

44.3

56.5

48.0

37.6

100.0

37.5

35.3

38.6

14.4

36.7

33.3

37.1

39.3

36.0

30.0

39.5

20.5

30.4

33.2

35.1

100.0

11.2

8.8

17.1

9.8

10.0

11.3

14.1

7.1

10.1

13.3

9.1

15.9

2.9

8.6

10.3

17.0

21.8

27.1

68.2

26.7

22.0

23.8

21.4

23.3

28.3

4.1

19.3

10.1

10.2

17.0

0 20 40 60 80 100

その他(n=312)
サービス業(n=476)

教育・学習支援(n=70)
医療・福祉(n=132)

飲食店・宿泊業(n=30)
不動産業(n=159)

金融・保険業(n=618)
飲食料品小売業(n=28)
卸売・小売業(n=464)

運輸業(n=180)
情報通信業(n=888)

電気・ガス・熱供給・水道業(n=88)
電気機械器具製造業(n=69)

製造業(n=1,311)
建設業(n=359)

鉱業(n=3)
農林漁業(n=1)

自分だけで自由に決め
られる

自分だけでは自由に決
められないが、希望は考
慮される

自分だけでは自由に決
められず、希望も考慮さ
れない

リモートワークで働ける制
度がない、または制度が
適用されていない
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２ー５）リモートワークの理想と現実

・理想のリモートワークの実施頻度について質問した。一般職では、32.4%が「（ほとんど）毎日出社」、
32.3%が「週に2～3日程度のリモートワーク」と回答している。

・管理職の理想の働き方として、 「（ほとんど）毎日出社」を選択する人が36.1%と最も多かった。また、「ほとん
ど毎日リモートワーク」と回答した人は、一般職と比較すると約２倍を示す16.0%であった。

・所属している会社全体の出社比率について質問した。一般職・管理職ともに、「７割以上」を選択している
人が40.0%以上を占めている。

【設問文】
Qあなた自身の、理想のリモートワーク（テレワーク・在宅勤務など）の実施頻度はどの程度と考えますか。
Q会社全体の、直近の「半年間」の出社比率（全社員中、オフィスや職場に出勤している人のおおよその割合）はどの程度です
か。

●理想のリモートワークの実施頻度

●会社全体の出社比率

8.2

8.4

13.0

10.2

15.1

13.9

14.2

11.4

45.3

42.3

4.3

13.8

0 20 40 60 80 100

管理職（課長以上）

一般職

1割未満 1割以上3割未満 3割以上5割未満 5割以上7割未満 7割以上 わからない

36.1

32.4

12.4

19.0

26.4

32.3

9.0

7.5

16.0

8.8

0 20 40 60 80 100

管理職（課長以上）

一般職

（ほとんど）毎日出社 週に1日以下のリモートワーク 週に2～3日程度のリモートワーク

週に4日程度のリモートワーク ほとんど毎日リモートワーク

（%）

（%）
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２ー６）職場コミュニケーション量の変化

・現在（2023.3）の社内コミュニケーションの量がコロナ流行時（2022.3）と比較し、どのように変化したかを
質問した。全体的に多様な種類の社内のコミュニケーションの量に関して、 一般職の65.5～70.8%が「変わら
ない」と回答している。

・管理職の場合、多様な種類の社内のコミュニケーションの量に関して、「変わらない」との回答は、52.2～
67.0%であり、一般職よりも少ない。

・管理職は、コミュニケーションの量に対して、一般職と比べて、「やや増えた」を選択する人が多かった。仕事のコ
ミュニケーション全体は20.0%、社外とのコミュニケーションは16.9%、他部署とのコミュニケーションは15.7%が
「やや増えた」と回答した。これは一般職の「やや増えた」という回答の約2倍である。

【設問文】
Qコロナ流行のピークの時期（2022年3月）から比べて、現在の社内コミュニケーションの量はどのように変化しましたか。それぞれ最
も近いものを１つずつお選びください。

●一般職の社内コミュニケーションの量の変化

●管理職の社内コミュニケーションの量の変化

（%）

（%）

5.9

6.2

6.7

9.1

5.2

13.3

16.4

14.7

15.6

15.8

70.8

65.5

69.5

65.8

66.8

8.5

10.2

7.9

8.3

10.7

1.6

1.6

1.1

1.1

1.4

0 20 40 60 80 100

上司とのコミュニケーション

同僚とのコミュニケーション

他の部署とのコミュニケーション

社外とのコミュニケーション

仕事のコミュニケーション全体

減った やや減った 変わらない やや増えた 上がった

4.6

5.2

5.4

7.6

4.1

12.8

16.3

15.4

19.6

16.3

67.0

58.8

60.8

52.2

56.9

13.3

16.9

15.7

16.9

20.0

2.3

2.8

2.7

3.8

2.7

0 20 40 60 80 100

上司とのコミュニケーション

同僚とのコミュニケーション

他の部署とのコミュニケーション

社外とのコミュニケーション

仕事のコミュニケーション全体

減った やや減った 変わらない やや増えた 上がった
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２ー７）職場におけるコミュニケーション満足度の変化

・コミュニケーションに対する満足度がコロナ流行時（2022.3）と比較し、どのように変化したかを質問した。全体
的に、多様なコミュニケーションに対して、管理職が「やや上がった」「上がった」という回答が一般職よりも多い。

・一般職の中で、 「下がった」「やや下がった」と最も多く回答された項目は、社外とのコミュニケーションであり、
18.9%が回答している。一方で、 「上がった」「やや上がった」と最も多く回答された項目は、「同僚とのコミュニ
ケーション」であり、10.8%が回答している。

・管理職の中で、 「下がった」「やや下がった」と最も多く回答された項目は、一般職と同様に社外とのコミュニケー
ションであり、20.6%が回答している。一方で、 「上がった」「やや上がった」と最も多く回答された項目は、仕事
のコミュニケーション全体であり、20.1%が回答している。

【設問文】
Qコロナ流行のピークの時期（2022年3月）から比べて、コミュニケーションの満足度はどのように変化しましたか。それぞれ最も近い
ものを１つずつお選びください。

●一般職の社内コミュニケーションの満足度の変化

●管理職の社内コミュニケーションの満足度の変化

（%）

（%）

4.8

4.4

4.8

5.5

4.3

12.1

13.5

13.2

13.3

12.6

73.8

71.3

74.3

72.8

73.0

8.1

9.6

6.9

7.2

9.1

1.2

1.2

0.7

1.1

1.1

0 20 40 60 80 100

上司とのコミュニケーション

同僚とのコミュニケーション

他の部署とのコミュニケーション

社外とのコミュニケーション

仕事のコミュニケーション全体

下がった やや下がった 変わらない やや上がった 上がった
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3.5

3.3

5.0

3.2
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13.8

14.6

15.6

13.6

70.0

64.9

65.7

60.7

63.1

12.7

15.6

14.4

16.1

17.8

1.4

2.2

1.9

2.6

2.3
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上司とのコミュニケーション

同僚とのコミュニケーション

他の部署とのコミュニケーション

社外とのコミュニケーション

仕事のコミュニケーション全体

下がった やや下がった 変わらない やや上がった 上がった
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２ー８）集まり方の変化がもたらすコミュニケーションの課題

・ 「直近半年間でリモートワークが週に1日～ほとんど毎日あった」と回答した回答者に対して、リモートワークによる
コミュニケーションの課題について質問した。

・リモートワークによる難しさについて、「難しいと感じることはない」と回答した管理職は13.5％であるが、一般職は
25.1%を占め、管理職と比較すると、リモートワークによる難しさを感じることが少ない。

・一般職では、「新たな出会いの機会」に対して、26.4%がリモートワークの課題として挙げており、これは一般職
の中で最も高い。

・管理職では、「メンバーや同僚のコンディション不調に気づけないこと」に対して、37.1%がリモートワークの課題と
して挙げており、管理職の中では最も高い。

【設問文】
Q「直近半年間でリモートワークが週に1日～ほとんど毎日あった」と回答された方にお聞きします。リモートワークが導入されることで難
しいと感じるコミュニケーションの課題はどのようなものですか。

●リモートワークによるコミュニケーションの課題

1.2
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27.2
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35.0
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26.4

25.7
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その他

難しいと感じることはない

会議など集まる時間の調整
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新入社員や中途入社者の育成

日々の仕事のプロセスの共有

新たな出会いの機会

組織の一体感の醸成

同僚やメンバーの仕事を管理監督すること

評価の公平性が担保されること

メンバーや同僚のコンディション不調に気づけないこと

一度関係が悪化した人との関係改善

一般職 管理職（課長以上）

（%）
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２ー９）ワークライフバランスの変化

・コロナ禍ピーク時のワークライフバランスについて質問した。一般職・管理職ともに「仕事の時間」が最も重要とさ
れ、一般職の場合は平均44.5点、管理職の場合は平均47.9点であった。最も重要度が低いものとして、「地
域の社会活動のための時間」が挙げられ、一般職の場合は、平均2.5点、管理職の場合は、平均2.9点であっ
た。

・現在(2023.3)のワークライフバランスについても質問した。コロナピーク時と比較して、一般職、管理職ともに、
「仕事の時間」の重要度、「地域の社会活動のための時間」の重要度が低下している。特に、「仕事の時間」の
重要度は、一般職は平均42.6点であり、コロナピーク時と比較すると1.9点減少している。一方、管理職は平
均46.4点であり、1.5点減少している。

【設問文】
Q1年前のコロナ感染症ピーク（2022年3月）の時を振り返ってください。次のそれぞれの領域は、現在あなたの生活の中でどのくら
い重要だったでしょうか。（合計で100点になるように配点してください）

Q次のそれぞれの領域は、現在あなたの生活の中でどのくらい重要でしょうか。（合計で100点になるように配点してください）

●コロナ禍ピーク時（2022.3）のワークライフバランス

●現在（2023.3）のワークライフバランス

47.9

44.5

26.6

25.7

16.5

21.3

2.9

2.5

6.0

6.1
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管理職（課長以上）

一般職

仕事の時間（副業を含む） 家族の一員としての時間 趣味など自分のための時間

地域の社会活動のための時間 学ぶための時間

46.4

42.6

27.6

26.4

17.3

22.5

2.8

2.3

5.9

6.1
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管理職（課長以上）

一般職

仕事の時間（副業を含む） 家族の一員としての時間 趣味など自分のための時間

地域の社会活動のための時間 学ぶための時間

（点）

（点）
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２ー１０）ワークライフバランスの充実度

・ワークライフバランスの充実度について質問した。現在(2023.3)における一般職のワークライフバランスの充実度
では、家族の一員としての時間が「やや充実している」と43.6% 、「大変充実している」と8.4%が回答し、充実
度が最も高かった。一方で、地域の社会活動のための時間は、「あまり充実していない」 23.6%、「まったく充実
していない」5.8%と回答しており、充実度が最も低い。

・管理職についても一般職と同様、家族の一員としての時間に対して、「やや充実している」と49.4%、「大変充
実している」と10.3%が回答し、充実度が最も高く、地域の社会活動のための時間は、「あまり充実してない」と
22.2%、「まったく充実していない」 と6.2%が回答しており、充実度が最も低い。

【設問文】
Q現在（2023.3）、以下の時間は充実していますか。

●一般職における現在（2023.3）のワークライフバランスの充実度

●管理職における現在（2023.3）のワークライフバランスの充実度

（%）

（%）
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まったく充実していない あまり充実していない どちらでもない やや充実している 大変充実している
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３ー１）職場における有意義な集まり方

・職場での有意義な集まり方について質問した。ランチや飲み会の場が「対面のほうがオンラインよりも有意義な
場になる」と一般職では56.8%、管理職では66.5%が回答しており、最も高い。

・一方で、 「オンラインのほうが対面よりも有意義な場になる」とされるものとして、一般職では15.8%の回答で情
報伝達のための会議、管理職では15.8%の回答で研修やイベントが挙げられた。

・一般職と管理職で大きく異なった項目として、一対一の打ち合わせが挙げられる。 「対面のほうがオンラインより
も有意義な場になる」と回答しているのは、一般職は36.4%だが、管理職は50.2%にのぼり、有意義な場とし
ての認識に差が生じている。

【設問文】
Qあなたにとって職場における集まりは、オンラインと対面のどちらのほうが有意義な場ですか。それぞれ最も近いものを１つずつお選び
ください。※会議とは、３人以上集まって行う打ち合わせを指します。

●一般職における有意義な集まり方

●管理職における有意義な集まり方

25.7

36.9

35.6

22.0

36.4

45.0

51.5

51.9

56.8

30.6

45.9

37.6

36.0

46.2

40.8

28.0

24.4

23.4

14.3

39.2

15.8

10.8

11.3

15.5

10.5

11.0

10.6

9.6

9.1

13.9

12.6

14.7

17.1

16.4

12.2

16.0

13.5

15.1

19.8

16.3

0 20 40 60 80 100

情報伝達のための会議

意思決定・合意形成のための会議

ブレストや意見交換のための会議

経営や事業の方針伝達のための会議

一対一の打ち合わせ

会議の前後に発生する会話

「ちょっといいですか」などから始まる会話

仕事とは関係のない雑談

ランチや飲み会

研修やイベント

対面のほうがオンラインよりも有意義な場になる オンラインでも対面でも同じである

オンラインのほうが対面より有意義な場になる わからない・判断できない

32.3

49.6

50.2

33.7

50.2

58.3

61.6

59.4

66.5

37.5

48.9

36.5

32.8

47.7

35.8

25.6

23.2

23.8

14.6

40.3

15.5

10.6

11.7

14.6

10.5

10.8

10.2

9.9

10.0

15.8

3.3

3.3

5.3

3.9

3.5

5.3

5.0

7.0

8.9

6.4

0 20 40 60 80 100

情報伝達のための会議

意思決定・合意形成のための会議

ブレストや意見交換のための会議

経営や事業の方針伝達のための会議

一対一の打ち合わせ

会議の前後に発生する会話

「ちょっといいですか」などから始まる会話

仕事とは関係のない雑談

ランチや飲み会

研修やイベント

対面のほうがオンラインよりも有意義な場になる オンラインでも対面でも同じである

オンラインのほうが対面より有意義な場になる わからない・判断できない

（%）

（%）
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３ー２）集まりの頻度

・集まりの頻度について集まりの種類別に質問した。一般職は、自分の仕事に役に立つ情報が得られる機会に対
して、34.0%が「やや充足している」、1.6%が「かなり充足している」と回答し、充足度が最も高い。一方で、新
たなアイディアを生むための創発的な対話ができる機会は、57.1%が「やや不足している」、14.4%が「かなり不
足している」と回答しており、充足度が最も低い。

・管理職は、経営から出されるメッセージを他のメンバーと共有する機会に対して、39.3%が「やや充実している」、
3.2%が「かなり充実している」と回答し、充実度が最も高い。一方で、同僚やメンバーと一緒に自社の企業文
化を理解する機会は、56.5%が「やや不足している」、8.8%が「かなり不足している」と回答しており、充実度
が最も低い。

【設問文】
Q直近の「半年間」を振り返ってお答えください。職場のメンバーや同僚と集まる場についてお聞きします。それぞれの機会は十分でし
たか。（対面／オンラインを問いません）

●一般職における集まる場の頻度

●管理職における集まる場の頻度

10.2

11.1

14.4

13.5

14.3

12.3

14.2

12.9

12.0

11.7

54.2

57.2

57.1

54.4

55.0

53.9

57.2

52.8

55.4

53.9

34.0

30.4

27.2

30.4

29.0

32.1

27.3

32.5

31.2

32.5

1.6

1.4

1.2

1.7

1.6

1.6

1.3

1.8

1.3

1.8

0 20 40 60 80 100

自分の仕事に役に立つ情報が得られる機会

自分に必要な情報が思いがけずもたらされる場

新たなアイディアを生むための創発的な対話ができる機会

仕事から得た喜びをメンバーや同僚と共有する機会

メンバーや同僚の感情や本音を感じ取れる機会

自分の意見や行動を求められる、全員参加型の場

同僚やメンバーと一緒に自社の企業文化を理解する機会

経営から出されるメッセージを他のメンバーと共有する機会

自分の仕事に対するスタンスや仕事にかける思いを共有する機会

自分の仕事について、他のメンバーに意見を聞いてみる機会

かなり不足している やや不足している やや充足している かなり充足している
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9.8

7.1
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2.4

2.5
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3.0

3.2
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3.1
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新たなアイディアを生むための創発的な対話ができる機会

仕事から得た喜びをメンバーや同僚と共有する機会

メンバーや同僚の感情や本音を感じ取れる機会

自分の意見や行動を求められる、全員参加型の場

同僚やメンバーと一緒に自社の企業文化を理解する機会

経営から出されるメッセージを他のメンバーと共有する機会

自分の仕事に対するスタンスや仕事にかける思いを共有する機会

自分の仕事について、他のメンバーに意見を聞いてみる機会

かなり不足している やや不足している やや充足している かなり充足している

（%）

（%）
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３ー３）集まる場の満足度
・集まる場について満足度を尋ねた。一般職は、自分の意見や行動を求められる、全員参加型の場に対して、

36.2%が「やや充足している」、1.7%が「かなり充足している」と回答し、満足度が高い。一方で、新たなアイデ
アを生むための創発的な対話ができる機会は、55.7%が「やや不足している」、10.1%が「かなり不足している」
と回答しており、満足度が最も低い。

・管理職は、自分の意見や行動を求められる、全員参加型の場に対して、38.5%が「やや充足している」、
2.9%が「かなり充足している」とし、自分の仕事に役に立つ情報が得られる機会も、38.5%が「やや充足してい
る」、2.9%が「かなり充足している」とともに満足度が最も高い。一方で、新たなアイディアを生むための創発的な
対話ができる機会は、56.7%が「やや不足している」、7.6%が「かなり不足している」と回答しており、満足度が
最も低い。

【設問文】
Q直近の「半年間」を振り返ってお答えください。職場のメンバーや同僚と集まる場の満足度についてお聞きします。それぞれの機会は
満足できる内容でしたか。（対面／オンラインを問いません）

●一般職の集まる場の満足度

●管理職の集まる場の満足度
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４ー１）集まる場の工夫や配慮

・会社で実施されている集まる場の工夫や配慮などの施策について質問した。実施されていて、効果的であると
感じる施策として、上司との会話の機会を増やす施策が挙げられた。回答者の26.8%が実施しており、
16.3%が効果を実感していた。

・次に、社員同士の雑談を増やす施策が挙げられた。回答者の18.3%が実施しており、10.9%が効果を実感
していた。

【設問文】
Q直近の「半年間」を振り返ってお答えください。次の対人コミュニケーションの促進施策のうち、あなたが所属する会社で実施されて
いるもの、またその中であなた自身が効果を感じるものを全て選んでください。

●集まる場の施策とその効果
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４ー２）職場内コミュニケーションのための取り組み

・管理職が行っている職場内のコミュニケーションについて質問した。一般職は、研修や仕事外のレクリエーションな
ど、職場全体で同じ経験をすることを重視しているという項目については、「あてはまらない」「あまりあてはまらな
い」という回答の割合が最も高く、一般職の18.0%が「あてはまらない」、27.7%が「あまりあてはまらない」と回
答している。

・一般職では、管理職が日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとしているという項目については、
「ややあてはまる」と25.2%、「あてはまる」と3.0%が回答しており、「あてはまる」「ややあてはまる」との回答の中
で、最も多い。

・管理職は、一般職同様、研修や仕事外のレクリエーションなど、職場全体で同じ経験をすることを重視している
という項目について、「あてはまらない」と12.8% 、「あまりあてはまらない」と24.3%が回答しており、 「あてはまら
ない」「あまりあてはまらない」との回答の中で最も多い。 また、一般職同様に、「あてはまる」「ややあてはまる」と
回答する人の中で、日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとしているという項目については、
「ややあてはまる」と36.7%、「あてはまる」と6.3%が回答しており、「あてはまる」「ややあてはまる」との回答の中
で、最も多い。

【設問文】
Qあなたの職場の管理職は、職場内のコミュニケーションについてどのような取り組みをしていますか。それぞれ最も近いものを１つずつ
お選びください。
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20.3
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日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとして
いる

同僚間の互いの仕事の内容がわかる場を定期的につくっている

時には、長めの時間をかけて職場の皆でじっくり対話や議論す
る場を設けている

研修や仕事外のレクリエーションなど、職場全体で同じ経験を
することを重視している

個人のアイディアを共有したりブラッシュアップする場を設けてい
る

あてはまらない あまりあてはまらない どちらでもない ややあてはまる あてはまる
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13.6

16.2

18.0

14.2

21.4

24.7

27.5

27.7

26.8

38.6

37.8

38.3

39.5

39.5

25.2

21.8

16.6

13.5

18.0

3.0

2.1

1.3

1.2

1.6
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日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとして
いる

同僚間の互いの仕事の内容がわかる場を定期的につくっている

時には、長めの時間をかけて職場の皆でじっくり対話や議論す
る場を設けている

研修や仕事外のレクリエーションなど、職場全体で同じ経験を
することを重視している

個人のアイディアを共有したりブラッシュアップする場を設けてい
る

あてはまらない あまりあてはまらない どちらでもない ややあてはまる あてはまる

●管理職による職場内コミュニケーションの工夫（管理職）

●管理職による職場内コミュニケーションの工夫（一般職）

（%）

（%）
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４ー３）主催者としての集まる場の工夫や配慮

・主催者としての集まる場の工夫や配慮について質問した。対面だけでなくリモート参加が認められる項目に対し
て、41.1%が「ややあてはまる」、22.4%が「あてはまる」と回答しており、最も取り入れられている工夫や配慮で
ある。

・一方で、会議を録画して参加できなかった人にも共有できるようにしている項目に対しては、16.4%が「あまりあ
てはまらない」、11.7%が「あてはまらない」と回答しており、最も取り入れられていない工夫や配慮である。

【設問文】
Qあなたの職場で3人以上の会議を行う際、会議の主催者はどのような工夫や配慮をしていますか。それぞれ最も近いものを１つずつ
お選びください。

●主催者としての集まる場の工夫や配慮
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35.0
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38.1

38.9

29.2

30.9

28.2

25.0
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31.9

35.2

39.8

39.1

43.8

37.6

32.1

46.4

42.9

48.2

41.1

34.0

43.8

38.3

33.8

10.0

9.9

6.6

5.6

11.7
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11.4

22.4

8.9

10.3

8.7

7.2
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会議は目的やゴールをはっきりさせてから開催する

会議の時間を有効に使えるように、効率的に議事を進行する

発言が特定の個人に偏らないように、さまざまな参加者に発言を促す

冗談をいったり本題とは関係のない話をして、場を和ませる

資料をメールやチャットで事前に共有し、参加者が手元で見られるようにする

会議終了後に議事録や次回までに行うことがメールなどで共有される

会議の議題に応じて適切な参加者が召集される

対面だけでなくリモート参加が認められる

会議を録画して参加できなかった人にも共有できるようにしている

会議は短時間で終えるように工夫している

目的に応じて、オンライン（ビデオあり）、オンライン（音声のみ）、対面、の
場をうまく使い分けている

業務効率をあげるために、会議やイベントを積極的にオンラインにしている

あてはまらない あまりあてはまらない どちらでもない ややあてはまる あてはまる

（%）



22

５ー１）仕事や職場の人間関係

・仕事や職場に対する認識について質問した。一般職では、やりがいを感じる仕事が進捗したという項目に対して、
47.6%が「時々あった」、5.1%が「常にあった」と回答している。管理職も同様に、やりがいを感じる仕事が進捗
したという項目に対して、57.2%が「時々あった」、9.4%が「常にあった」と回答している。

【設問文】
Q直近の「1カ月間」を振り返ってお答えください。あなたが所属している会社において、次のようなことはあなた自身にどの程度ありまし
たか。※複数の会社に所属している場合はメインで所属している会社についてお答えください。

●仕事や職場の人間関係に対する認識（一般職）

●仕事や職場の人間関係に対する認識（管理職）
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41.4

33.5

24.4

26.2

33.9

40.4

47.6

38.0

34.4
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5.8

6.0

4.9

7.4
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9.7
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自分には人とのつきあいがないと感じる

自分は取り残されていると感じる

自分は他の人たちから孤立していると感じる

担当業務の進捗を妨げるような出来事があった

仕事への前向きな気持ちがそがれるような出来事があった

やりがいを感じる仕事が進捗した

業務成果を生み出す助けや後押しとなるような出来事があった

自分が仕事を休んでも誰も困らないと感じることがあった

まったくなかった ほとんどなかった 時々あった 常にあった

25.3

30.3

28.3

16.0

13.8

6.4

8.1

16.2

43.4

45.7

42.8

38.6

35.5

27.0

34.4

45.4

25.7

21.5

25.2

40.5

43.9

57.2

52.2

32.2

5.6

2.6

3.6
4.8

6.8

9.4

5.3

6.1

0 20 40 60 80 100

自分には人とのつきあいがないと感じる

自分は取り残されていると感じる

自分は他の人たちから孤立していると感じる

担当業務の進捗を妨げるような出来事があった

仕事への前向きな気持ちがそがれるような出来事があった

やりがいを感じる仕事が進捗した

業務成果を生み出す助けや後押しとなるような出来事があった

自分が仕事を休んでも誰も困らないと感じることがあった

まったくなかった ほとんどなかった 時々あった 常にあった

（%）

（%）
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５ー２）帰属意識や成長実感

・働くことの認識について質問した。一般職では、仕事が終わった後に、精神または肉体的な疲れを感じる
という項目に対して、40.4%が「ややあてはまる」、16.3%が「あてはまる」と回答している。

・一方、管理職は、職場の一員なのだと強く感じるという項目に対して、42.6%が「ややあてはまる」、12.9％が
「あてはまる」と回答している。

【設問文】
Q現在、あなたは次のことをどのように感じていますか。それぞれ最も近いものを１つずつお選びください。

●一般職の帰属意識・成長実感

●管理職の帰属意識・成長実感
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3.8

9.1

6.1

9.4

21.3

14.9

20.8

15.6

18.0

37.6

24.6

37.2

36.9

30.8

26.7

40.4

29.3

35.6

25.1

4.5

16.3

3.6

5.7

16.7
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生き生きと働いている

仕事が終わった後に、精神または肉体的な疲れを感じる

仕事を通じて「成長している」という実感をもっている

職場の一員なのだと強く感じる

いい職場に移れるのなら、今の職場から離れたい

あてはまらない あまりあてはまらない どちらでもない ややあてはまる あてはまる

6.1

4.2

5.6

3.2

9.3

16.9

16.3

15.4

10.0

19.1

35.4

24.7

38.1

31.3

31.8

33.4

41.3

33.8

42.6

26.6

8.2

13.5

7.1

12.9

13.3

0 20 40 60 80 100

生き生きと働いている

仕事が終わった後に、精神または肉体的な疲れを感じる

仕事を通じて「成長している」という実感をもっている

職場の一員なのだと強く感じる

いい職場に移れるのなら、今の職場から離れたい

あてはまらない あまりあてはまらない どちらでもない ややあてはまる あてはまる

（%）

（%）
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6-1）リモートワークと孤独感の関係

●週の半分以上をリモートワークで働く人と孤独感

●週の半分以上を対面で働く人と孤独感

・週の半分以上をリモートワークで働く人と、週の半分以上を対面で働く人の抱く孤独感について分析した。
・週の半分以上をリモートワークで働く人は、自分には人とのつきあいがないと感じるという項目に対して、「あった」
と44.2%が回答した。これは週の半分以上を対面で働く人と比べて7.9%ポイント多いが、それ以外の項目に
ついては、0.6～2.2%ポイントの差異であった。

・週の半分以上を対面で働く人は、自分が休んでも誰も困らないと感じることがあったに対して、41.0%が「あっ
た」と回答している。これは週の半分以上をリモートワークで働く人と比べて2.2%ポイントのみ少なく、自分は他
の人たちから孤立していると感じるという項目も、1.3%ポイントしか差異がなかったことから、リモートワークや対面
といった働き方に限らず、孤独感を抱く場合があるといえる。

【設問文】
Q直近の「１カ月間」を振り返ってお答えください。あなたが所属している会社において、次のようなことはあなた自身にどの程度ありまし
たか。※複数の会社に所属している場合はメインで所属している会社についてお答えください。
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自分には人とのつきあいがないと感じる

自分は取り残されていると感じる

自分は他の人たちから孤立していると感じる

自分が仕事を休んでも誰も困らないと感じることがあった

なかった あった

55.8

71.7

68.2
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44.2

28.3

31.8

43.2
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自分には人とのつきあいがないと感じる

自分は取り残されていると感じる

自分は他の人たちから孤立していると感じる

自分が仕事を休んでも誰も困らないと感じることがあった

なかった あった

（%）
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6-2）リモートワークの孤独と仕事の進捗

●週の半分以上をリモートワークで働く人の孤独感と仕事の進捗

●週の半分以上を対面で働く人の孤独感と仕事の進捗

・週の半分以上をリモートワークで働く人と、週の半分以上を対面で働く人が抱く孤独感と仕事の進捗について分
析した。週の半分以上をリモートワークで働き、孤独感を抱いていない人で「やりがいを感じる仕事が進捗した」と
回答した人は62.7%であり、孤独感を抱いている人では47.9%と、14.8%ポイントの差異が生じている。

・週の半分以上を対面で働く人で孤独感を抱いておらず、 「やりがいを感じる仕事が進捗した」と回答した人は
63.1%であり、孤独感を抱いている人で回答したのは46.1%と、17.0%ポイントの差異が生じている。これ
は、週の半分以上をリモートワークで働く人の場合の差異よりも大きい。

【設問文】
Q直近の「１カ月間」を振り返ってお答えください。あなたが所属している会社において、次のようなことはあなた自身にどの程度ありまし
たか。※複数の会社に所属している場合はメインで所属している会社についてお答えください。

（%）

（%）
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やりがいを感じる仕事が進捗した

やりがいを感じる仕事が進捗していない

孤独感を抱いていない人 孤独感を抱いている人
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36.9
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やりがいを感じる仕事が進捗した

やりがいを感じる仕事が進捗していない

孤独感を抱いていない人 孤独感を抱いている人
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6-3）孤独感と集まる機会の関係

●孤独感と集まる場

・孤独感を抱いている人と孤独感を抱いていない人における、集まる機会の違いについてまとめた。全体的に、孤
独感を抱いている人と抱いていない人を比較した際に、孤独感を抱いていない人は、多様な集まる場の機会を
有している。

・孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じていた項目は、「直属上司と、仕事上の相談を
したり協力し合う機会がある」であった。孤独感を抱いている人は36.5%であるのに対して、孤独感を抱いてい
ない人は52.8%であり、16.2%ポイントの差異が生じていた。

・また、職場に関連する項目以外で、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で差異が生じていた項目は、
「家族や親しい友人と、ゆっくり時間を一緒に過ごす機会がある」であった。孤独感を抱いている人は50.2%で
あるのに対して、孤独感を抱いていない人は60.6%であり、10.4%ポイントの差異が生じていた。

【設問文】
Q直近の「半年間」を振り返ってお答えください。 対面／オンラインの区別に関わらず、次のような機会がどの程度ありましたか。

（%）
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30.8

27.2
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35.3
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18.3
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46.2
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44.9

36.9

29.5

60.6

44.9

20.8

33.3

26.7

24.1

35.4

22.5
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直属上司と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

直属上司と、「仕事外」の話をする機会がある

所属部署やチームの同僚と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

所属部署やチームの同僚と、「仕事外」の話をする機会がある

上司や同僚に、困っていることへの支援やサポートを求める機会がある

他部署の人と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

他部署の人に、困っていることへの支援やサポートを求める機会がある

会社の人と、学び合う機会がある

家族や親しい友人と、ゆっくり時間を一緒に過ごす機会がある

家族や親しい友人と、困っていることや悩みなどについて話す機会がある

居住している地域の活動に、参加したり貢献したりする機会がある

たまにしか会わない友人・知人と、話す機会がある

社外・仕事外で、新しく人と知り合う機会がある

社外・仕事外の人と、学び合う機会がある

職場で偶然聞こえてきた会話や、自然に受け取った情報をもとに仕事をする
機会がある

目の前で怒られたり、褒められたりしている先輩をみて、その姿から学びを得る
機会がある

孤独感を抱いていない人 孤独感を抱いている人
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6-4）働き方別 孤独感と集まる機会の関係

●週の半分以上をリモートワークで働く人の孤独感と集まる場の機会

・孤独感を抱いている人と孤独感を抱いていない人における、集まる機会の違いについて、週の半分以上をリモー
トワークで働く人と対面で働く人に分けて分析した。全体的に、孤独感を抱いている人と抱いていない人を比較
した際に、孤独感を抱いていない人は、多様な集まる場の機会を有している。

・週の半分以上をリモートワークで働く人で、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じてい
た項目は、「直属上司と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある」であった。孤独感を抱いている人は
40.4%であるのに対して、孤独感を抱いていない人は53.5%であり、13.1%ポイントの差異が生じていた。

・週の半分以上を対面で働く人で、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じていた項目も、
「直属上司と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある」であった。孤独感を抱いている人は34.8%である
のに対して、孤独感を抱いていない人は51.6%であり、16.8%ポイントの差異が生じていた。

【設問文】
Q直近の「半年間」を振り返ってお答えください。 対面／オンラインの区別に関わらず、次のような機会がどの程度ありましたか。
注)分析では「全くなかった」「あまりなかった」「ややあった」「大いにあった」のうち、「ややあった」「大いにあった」の回答比率を用いた。

●週の半分以上を対面で働く人の孤独感と集まる場の機会
（%）
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40.5
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28.9

21.3
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直属上司と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

直属上司と、「仕事外」の話をする機会がある

所属部署やチームの同僚と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

所属部署やチームの同僚と、「仕事外」の話をする機会がある

上司や同僚に、困っていることへの支援やサポートを求める機会がある

他部署の人と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

他部署の人に、困っていることへの支援やサポートを求める機会がある

会社の人と、学び合う機会がある

家族や親しい友人と、ゆっくり時間を一緒に過ごす機会がある

家族や親しい友人と、困っていることや悩みなどについて話す機会がある

居住している地域の活動に、参加したり貢献したりする機会がある

たまにしか会わない友人・知人と、話す機会がある

社外・仕事外で、新しく人と知り合う機会がある

社外・仕事外の人と、学び合う機会がある

職場で偶然聞こえてきた会話や、自然に受け取った情報をもとに仕事をする機会がある

目の前で怒られたり、褒められたりしている先輩をみて、その姿から学びを得る機会がある

孤独感を抱いていない人

孤独感を抱いている人
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32.2

30.8

31.1

26.2

19.9

47.9

34.8

15.8

27.5

21.4

18.1

28.7

17.8

51.6

42.9

53.9

47.4

43.2
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36.6

28.7

58.4

44.6

21.5

33.6

27.4

24.5

38.5

24.2

0 20 40 60

直属上司と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

直属上司と、「仕事外」の話をする機会がある

所属部署やチームの同僚と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

所属部署やチームの同僚と、「仕事外」の話をする機会がある

上司や同僚に、困っていることへの支援やサポートを求める機会がある

他部署の人と、仕事上の相談をしたり協力し合う機会がある

他部署の人に、困っていることへの支援やサポートを求める機会がある

会社の人と、学び合う機会がある

家族や親しい友人と、ゆっくり時間を一緒に過ごす機会がある

家族や親しい友人と、困っていることや悩みなどについて話す機会がある

居住している地域の活動に、参加したり貢献したりする機会がある

たまにしか会わない友人・知人と、話す機会がある

社外・仕事外で、新しく人と知り合う機会がある

社外・仕事外の人と、学び合う機会がある

職場で偶然聞こえてきた会話や、自然に受け取った情報をもとに仕事をする機会がある

目の前で怒られたり、褒められたりしている先輩をみて、その姿から学びを得る機会がある

孤独感を抱いていない人

孤独感を抱いている人
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6-5）孤独感と集まる場の施策

・孤独感を抱いている人と孤独感を抱いていない人における、会社で実施されている集まる場の施策の違いにつ
いて分析した。孤独感を抱いている人と抱いていない人を比較した際に、全体的に0.2～4.0%ポイントの差異
があり、孤独感を抱いていない人が勤める会社では、多様な集まる場に対する施策が実施されている。

・会社で実施されている集まる場の施策として、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じ
ていた項目は、「経営上の意思決定の背景を知る施策（経営陣との対話、議事録公開など）」であり、4.0%
ポイントの差異が生じていた。

・「「新卒入社社員」に社内のつながりをつくる施策（紹介記事、交流イベント、メンター制度など）」は、孤独感
を抱いている人と抱いていない人の間で1.7%ポイントのみの差異であった。

【設問文】
Q直近の「半年間」を振り返ってお答えください。次の対人コミュニケーションの促進施策のうち、あなたが所属する会社で実施されて
いるもの、またその中であなた自身が効果を感じるものを全て選んでください。

●孤独感と実施されている集まる場の施策

（%）

15.9

24.2

8.9

11.5
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9.5

7.5

5.7

4.6

12.7

11.5
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7.9

5.6

2.9

19.5

28.1

10.6

13.6

16.4

12.3

9.2

6.4

5.0

14.9

14.1

12.6

11.0

9.1

5.9

3.5

0 10 20 30

社員同士の雑談を増やす施策（フリースペース、社内SNS、ランチ会
など）

上司との会話の機会を増やす施策（1on1ミーティングなど）

部署横断の交流施策（懇親会、委員会、部活・サークル活動、運動
会など）

他部署の仕事を知る施策（勉強会、社内報、表彰イベント、社内公
募など）

経営上の意思決定の背景を知る施策（経営陣との対話、議事録公
開など）

社員の人柄や仕事外活動などを伝える施策（社内報、人物名鑑な
ど）

「新卒入社社員」に社内のつながりをつくる施策（紹介記事、交流イ
ベント、メンター制度など）

「中途入社社員」に社内のつながりをつくる施策（紹介記事、交流イ
ベント、メンター制度など）

「社内異動者」に異動先部署でのつながりをつくる施策（紹介記事、
交流イベント、メンター制度など）

コミュニケーションスキルを高める研修

職場の同僚と一緒に参加する研修

他部署の同僚と一緒に参加する研修

職場内・職場間の相互理解・支援を促進する行動を評価する施策
（表彰、サンクスカード、評価など）

仕事上の質問や支援要請をしやすい公式のしくみ（社内SNS、ナレッ
ジマネジメントシステムなど）

お互いの仕事を知るために担当する仕事の割り振りを変えるような施策
（担当以外の仕事を体験するなど）

社外の人との交流を促進するしくみ（社外の人と一緒の研修会や事
業創造の機会）

孤独感を抱いていない人 孤独感を抱いている人
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6-6）働き方別 孤独感と集まる場の施策

・孤独感を抱いている人と孤独感を抱いていない人における、実施されている集まる場の施策の違いについて、週
の半分以上をリモートワークで働く人と対面で働く人に分けて分析した。全体的に、孤独感を抱いている人と抱
いていない人を比較した際に、孤独感を抱いていない人が勤める企業では、多様な集まる場の施策が実施され
ている。

・週の半分以上をリモートワークで働く人で、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じてい
た項目は、「社員同士の雑談を増やす施策（フリースペース、社内SNS、ランチ会など）」であり、8.2%ポイン
トの差異が生じていた。

・週の半分以上を対面で働く人で、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じていた項目
は、「上司との会話の機会を増やす施策（1on1ミーティングなど）」で3.9%ポイントの差異が生じた。

【設問文】
Q直近の「半年間」を振り返ってお答えください。次の対人コミュニケーションの促進施策のうち、あなたが所属する会社で実施されて
いるもの、またその中であなた自身が効果を感じるものを全て選んでください。

●リモートワークで働く人の孤独感と実施されている集まる場の施策

●対面で働く人の孤独感と実施されている集まる場の施策
（%）

12.3

17.0

8.4

9.5

10.4

8.5

6.3

4.2

4.1

11.2

10.9

10.2

6.3

4.9

5.1

2.1

15.0

20.9

9.5

11.2

13.2

10.6

7.8

5.4

4.3

13.3

13.8

11.4

9.0

6.0

5.2
2.8

0 5 10 15 20 25

社員同士の雑談を増やす施策（フリースペース、社内SNS、ランチ会など）

上司との会話の機会を増やす施策（1on1ミーティングなど）

部署横断の交流施策（懇親会、委員会、部活・サークル活動、運動会など）

他部署の仕事を知る施策（勉強会、社内報、表彰イベント、社内公募など）

経営上の意思決定の背景を知る施策（経営陣との対話、議事録公開など）

社員の人柄や仕事外活動などを伝える施策（社内報、人物名鑑など）

「新卒入社社員」に社内のつながりをつくる施策（紹介記事、交流イベント、メンター制度など）

「中途入社社員」に社内のつながりをつくる施策（紹介記事、交流イベント、メンター制度など）

「社内異動者」に異動先部署でのつながりをつくる施策（紹介記事、交流イベント、メンター制度など）

コミュニケーションスキルを高める研修

職場の同僚と一緒に参加する研修

他部署の同僚と一緒に参加する研修

職場内・職場間の相互理解・支援を促進する行動を評価する施策（表彰、サンクスカード、評価など）

仕事上の質問や支援要請をしやすい公式のしくみ（社内SNS、ナレッジマネジメントシステムなど）

お互いの仕事を知るために担当する仕事の割り振りを変えるような施策（担当以外の仕事を体験するなど）

社外の人との交流を促進するしくみ（社外の人と一緒の研修会や事業創造の機会）

孤独感を抱いていない人

孤独感を抱いている人

（%）

23.0

41.9

10.0

17.7

18.9

11.7

10.0

9.4

4.5

13.9

11.2

12.0
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15.6

6.0

4.1

31.2

46.3

12.0

19.7
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15.2
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6.6

18.5

14.2

14.2

16.6

18.0

6.4
4.0

0 10 20 30 40 50

社員同士の雑談を増やす施策（フリースペース、社内SNS、ランチ会など）

上司との会話の機会を増やす施策（1on1ミーティングなど）

部署横断の交流施策（懇親会、委員会、部活・サークル活動、運動会など）

他部署の仕事を知る施策（勉強会、社内報、表彰イベント、社内公募など）

経営上の意思決定の背景を知る施策（経営陣との対話、議事録公開など）

社員の人柄や仕事外活動などを伝える施策（社内報、人物名鑑など）

「新卒入社社員」に社内のつながりをつくる施策（紹介記事、交流イベント、メンター制度など）

「中途入社社員」に社内のつながりをつくる施策（紹介記事、交流イベント、メンター制度など）

「社内異動者」に異動先部署でのつながりをつくる施策（紹介記事、交流イベント、メンター制度など）

コミュニケーションスキルを高める研修

職場の同僚と一緒に参加する研修

他部署の同僚と一緒に参加する研修

職場内・職場間の相互理解・支援を促進する行動を評価する施策（表彰、サンクスカード、評価など）

仕事上の質問や支援要請をしやすい公式のしくみ（社内SNS、ナレッジマネジメントシステムなど）

お互いの仕事を知るために担当する仕事の割り振りを変えるような施策（担当以外の仕事を体験するなど）

社外の人との交流を促進するしくみ（社外の人と一緒の研修会や事業創造の機会）

孤独感を抱いていない人

孤独感を抱いている人
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6-7）孤独感とコミュニケーションの工夫・配慮

・孤独感を抱いている人と孤独感を抱いていない人における、管理者が行う集まる場の工夫や配慮の違いについ
て分析した。孤独感を抱いている人と抱いていない人を比較した際に、全体的に11.3～22.0%ポイントの差
異があり、孤独感を抱いていない人の勤め先の管理職は、多様な集まる場の工夫や配慮を行っている。

・６−３)で述べた孤独感と集まる機会の関係や、６−４)で述べた孤独感と集まる場の施策と比較すると、管
理職が行う集まる場の工夫や配慮は、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で生じている差異が最も大
きい。

・管理職の行う集まる場の工夫や配慮として、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じて
いた項目は、「日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとしている」であり、孤独感を抱いている
人と抱いていない人の間で22.0%ポイント差異が生じていた。

【設問文】
Qあなたの職場の管理職は、職場内のコミュニケーションについてどのような取り組みをしていますか。それぞれ最も近いものを１つずつ
お選びください。

注)分析では、「あてはまらない」「あまりあてはまらない」「どちらでもない」「ややあてはまる」「あてはまる」の回答のうち、「ややあてはまる」
「あてはまる」の回答比率を用いた。

●孤独感と管理者が行う集まる場の工夫や配慮

（%）

40.4

33.3

27.2

21.2

27.7

62.5

52.8

41.6

32.5

42.8

0 20 40 60

日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとして
いる

同僚間の互いの仕事の内容がわかる場を定期的につくっている

時には、長めの時間をかけて職場の皆でじっくり対話や議論す
る場を設けている

研修や仕事外のレクリエーションなど、職場全体で同じ経験を
することを重視している

個人のアイディアを共有したりブラッシュアップする場を設けている

孤独感を抱いていない人 孤独感を抱いている人
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6-8）働き方別 孤独感とコミュニケーションの工夫・配慮

・孤独感を抱いている人と孤独感を抱いていない人で、管理者が行う集まる場の工夫や配慮の違いについて、週
の半分以上をリモートワークで働く人と対面で働く人に分けて分析した。全体的に、孤独感を抱いている人と抱
いていない人を比較した際に、孤独感を抱いていない人の勤め先の管理職は、多様な集まる場の工夫や配慮
を行っている。

・週の半分以上をリモートワークで働く人で、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じてい
た項目は、「同僚間の互いの仕事の内容がわかる場を定期的につくっている」であり、32.8%ポイントの差異が
生じていた。その他の大きな差異が生じていた項目として、「個人のアイディアを共有したりブラッシュアップする場
を設けている」であり、29.9%ポイントの差異が生じていた。

・週の半分以上を対面で働く人で、孤独感を抱いている人と抱いていない人の間で最も差異が生じていた項目
は、週の半分以上をリモートワークで働く人の場合同様に、「同僚間の互いの仕事の内容がわかる場を定期的
につくっている」で、26.9%ポイントの差異が生じていていた。

【設問文】
Qあなたの職場の管理職は、職場内のコミュニケーションについてどのような取り組みをしていますか。それぞれ最も近いものを１つずつ
お選びください。

注)分析では、「あてはまらない」「あまりあてはまらない」「どちらでもない」「ややあてはまる」「あてはまる」の回答のうち、「ややあてはまる」
「あてはまる」の回答比率を用いた。

●リモートワークで働く人の孤独感と管理職が行う集まる場の工夫や配慮

●対面で働く人の孤独感と管理職が行う集まる場の工夫や配慮

（%）
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0 20 40 60

日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとしている

同僚間の互いの仕事の内容がわかる場を定期的につくっている

時には、長めの時間をかけて職場の皆でじっくり対話や議論する
場を設けている

研修や仕事外のレクリエーションなど、職場全体で同じ経験をする
ことを重視している

個人のアイディアを共有したりブラッシュアップする場を設けている

孤独感を抱いていない人 孤独感を抱いている人
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60.4
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63.5

0 20 40 60 80

日常的に雑談など気軽に話ができる職場風土をつくろうとして
いる

同僚間の互いの仕事の内容がわかる場を定期的につくっている

時には、長めの時間をかけて職場の皆でじっくり対話や議論す
る場を設けている

研修や仕事外のレクリエーションなど、職場全体で同じ経験を
することを重視している

個人のアイディアを共有したりブラッシュアップする場を設けている

孤独感を抱いていない人 孤独感を抱いている人
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